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・・・・・・・・・・平成24年度 年末年始無災害運動標語・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 実施期間 平成24年12月1日～平成25年1月31日  
 

 

1 趣  旨 

  本年の年末年始無災害運動（中央労働災害防止協会主唱 厚生労働省後援）は、「あせら 

 ず 無理せず 油断せず 無事故でつなぐ年末年始」のスローガンのもと、平成２４年１ 

 ２月１５日から１月１５日の期間に取り組まれる。 

  県下の労働災害は、第１１次労働災害防止対策期間の平成２０年から平成２３年までに 

 １６．５％の減少を果たし計画の目標である平成２４年までに１５％を減少させる目標達 

 成に着実に近づいていたが、本年（平成24年）に入り、労働災害は一転して増加の経過 

 をたどり、平成２４年１０月末速報値では、昨年同期と比べ６３人の増加し、６０５人と 

 なっている。 

  このままで推移するならば、県下の労働災害は、本年の行政目標である対前年比で５％ 

 削減させるとする目標の達成が見込めないのみならず、第１１次労働災害防止計画に基づ 

 く目標の達成も困難になりつつある。 

  ついては、平成２４年末の労働災害が増加する懸念があるこの時期に、当該要領を策定 

 することにより、年末年始無災害運動の強化を図り、もって労働災害の減少を図ることを 

 目的とする。 

 

２ 実施期間 

   平成２４年１２月１日（土）から平成２５年１月３１日（木） 

    ※中災防の年末年始無災害運動は、１２月１５日から１月１５日であるが、労働 

     災害防止対策を強化する趣旨から２カ月を対策期間とした。 

 

 



３ 運動標語 

  「あせらず 無理せず 油断せず 無事故でつなぐ年末年始」 

 

４ 主唱者 

  徳島県労働災害防止関係団体協議会 厚生労働省徳島労働局 

 

５ 実施者 

  各事業場 

 

６ 徳島労働局が重点として取り組みを要請し取り組むべき事項 

   ① 全ての事業場で「職場一斉安全点検」を実施すること。 

   ② 安全管理体制を見直し、安全衛生管理体制を強化すること。 

   ③ ＫＹ活動をはじめとする創意工夫した自主的安全衛生活動を実施すること。 

 

７ 事業場が行う個別実施事項 

   ① 経営トップによる安全衛生方針の決意表明  

   ② リスクアセスメント及び労働安全衛生マネジメントシステムの積極的な導入定着  

   ③ メンタルヘルス対策・過重労働対策の推進  

   ④ KY（危険予知）活動を活用した「現場力」の強化と5Sの徹底  

   ⑤ 非定常作業における労働災害防止対策の徹底  

   ⑥ 機械設備に係る定期自主検査及び作業前点検の実施  

   ⑦ 安全衛生パトロールの実施  

   ⑧ 火気の点検、確認等火気管理の徹底  

   ⑨ はさまれ・巻き込まれ災害の防止対策の徹底  

   ⑩ 交通労働災害防止対策の推進  

   ⑪ 化学物質管理の徹底 

   ⑫ 健康的な生活習慣（睡眠、飲酒）に関する健康指導の実施 

   ⑬ インフルエンザ等感染予防対策の徹底 

   ⑭ 安全衛生旗の掲揚及び年末年始無災害運動用ポスター、のぼり等の掲示 

   ⑮ その他安全衛生意識高揚のための活動の実施 

 


